
　

現
代
社
会
は
、
全
世
界
が
緊
密
に
相
互
依
存
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
、
昨
日
の
技
術
が
今
日
は
古
く

な
る
技
術
革
新
の
時
代
で
も
あ
り
、
職
業
の
種
類
や

雇
用
形
態
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
未
来
が
不

確
実
と
も
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
の
変
化
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
、
仕
事
を
国
内
に
限
定
せ
ず
世
界
に

活
躍
の
場
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
あ
り
、

新
た
に
生
ま
れ
る
仕
事
に
挑
戦
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と

も
言
え
ま
す
。

　

本
校
生
の
多
く
は
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
上
級
学

校
に
進
学
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
ど
の
大
学

に
進
学
し
ど
の
企
業
に
就
職
し
た
か
で
人
生
が
決
ま

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
等
教
育
で
ど
の
よ
う

な
力
を
身
に
つ
け
た
か
が
問
わ
れ
、
生
涯
学
び
続
け

て
自
己
の
可
能
性
を
広
げ
る
時
代
で
す
。

　

明
治
維
新
後
の
混
乱
期
、
本
校
の
前
身
で
あ
る
米

沢
藩
興
譲
館
は
い
ち
早
く
世
界
に
目
を
向
け
英
語
教

育
を
行
い
、
洋
学
舎
（
米
沢
外
語
学
校
）
を
併
設
す

る
と
い
う
先
進
的
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
本
校

に
学
ぶ
皆
さ
ん
も
変
化
の
激
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

を
逞
し
く
豊
か
に
生
き
る
た
め
、
視
野
を
広
げ
、
高

等
教
育
で
開
花
で
き
る
基
礎
力
と
生
涯
学
び
続
け
る

主
体
的
な
学
習
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

　

四
月
、
私
た
ち
一
年
生
は
喜
び
と
期
待
を
胸

に
、
夢
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
興

譲
館
生
と
し
て
過
ご
す
生
活
は
、
勉
強
と
部
活

動
の
両
立
を
求
め
ら
れ
る
難
し
く
厳
し
い
も
の

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
学
校
生
活
の
中
で

も
や
り
が
い
や
楽
し
さ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
の
将
来
の
夢
は
教
員
に
な
る
こ
と

で
す
。
興
譲
館
に
は
良
い
先
輩
方
や
先
生
方
が

た
く
さ
ん
い
て
、
自
分
に
欠
け
て
い
た
意
識
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
勉
強

や
部
活
動
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
み
、
夢
に
向

か
っ
て
歩
く
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
こ
の
興
譲
館
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
て
い

け
る
よ
う
に
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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世
界
に
目
を
向
け
、

主
体
的
な
学
び
を

一
年
四
組
　
小
田
切
一
哲

（
米
沢
四
中
出
身
）

全
力
で
取
り
組
む
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六
月
二
十
二
日
に
Ｆ
Ｓ
（
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
の

一
回
目
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、「
人
間
生
活
と
化
学
」

班
に
入
り
、
印
刷
会
社
へ
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
普
段

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
水
な
し
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
」
と
い
う
も

の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
環
境
に
や
さ
し
く
水
や
空
気
を

汚
さ
な
い
世
界
に
誇
る
印
刷
技
術
に
驚
き
、
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
る
工
程
を
見
て
、
自
分
の
身
の
回

り
で
見
か
け
る
も
の
は
、
こ
の
よ
う
に
で
き
る
の
だ
と
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
一
環
と
し
て
行
う
Ｆ
Ｓ
の
経
験
が
楽
し
み

で
、
こ
の
時
間
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
度
か
ら
城
戸
塾
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

様
々
な
研
究
室
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

色
々
な
分
野
の
最
先
端
の
技
術
や
研
究
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
昨
年
度
二
年
の
先
輩
方
は
、
約
一
年
間
の
城
戸
塾
で
の
研

究
結
果
を
英
語
で
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
は
私
た
ち

が
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
研
究
を
行
い
ま
す
。
高
校
生
が
こ
の
よ
う
な

体
験
が
で
き
る
こ
と
は
貴
重
な
こ
と
だ
と
自
覚
し
て
真
剣
に
取
り

組
み
、
英
語
で
の
発
表
も
よ
り
質
の
高
い
も
の
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

私
は
こ
の
講
演
会
を
受
け
る
ま
で
、
岩
手
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
よ
う
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
じ

東
北
地
方
に
大
規
模
な
加
速
器
が
建
て
ら
れ
て
、
そ
こ
で
宇
宙
の
始

ま
り
を
知
る
よ
う
な
実
験
が
行
わ
れ
る
と
い
う
の
は
ロ
マ
ン
の
溢
れ

る
話
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
加
速
器
を
中
心
と
し
た
周
辺
の

地
域
の
民
間
企
業
や
民
宿
な
ど
と
連
携
を
取
り
合
う
こ
と
に
よ
り
、

一
つ
の
最
先
端
の
科
学
の
街
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
計
画
に

も
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
都
市
デ
ザ
イ
ン
は
、
地
方
の
少
子
高
齢
化

や
過
疎
化
が
進
む
日
本
を
救
済
し
て
く
れ
る
学
問
だ
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
小
貫
さ
ん
を
始
め
と
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
々
に
震
災
復
興

の
東
北
に
活
力
を
与
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

Ｆ
Ｓ
コ
ー
ス
別
研
修
を
受
講
し
て

城
戸
塾
に
参
加
し
て

Ｉ
Ｌ
Ｃ
講
演
会
を
お
聞
き
し
て

一
年
五
組　

飯
田
　
静
空
（
赤
湯
中
出
身
）

二
年
一
組　

今
泉
　
伊
織
（
米
沢
五
中
出
身
）

三
年
一
組　

山
口
　
拓
也
（
米
沢
四
中
出
身
）

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
活
動
紹
介
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僕
た
ち
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
二
十
二
年
ぶ
り
に
県
大

会
で
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
指
し
て
東
北

大
会
を
戦
い
ま
し
た
。
初
日
の
リ
ー
グ
戦
で
は
慣
れ
な

い
芝
に
対
応
し
つ
つ
強
豪
チ
ー
ム
に
食
ら
い
つ
き
、
大

事
な
試
合
で
勝
利
を
収
め
て
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
は
勝
利
の
た
め
に
今
ま
で
に
な
い
特
別

な
緊
張
の
中
で
戦
い
ま
し
た
。
粘
り
強
い
守
備
か
ら
の

カ
ウ
ン
タ
ー
攻
撃
を
通
し
て
勝
機
を
狙
い
、
持
っ
て
い

る
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
︱
三
で
負
け
、

目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
最
後

ま
で
戦
い
抜
く
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
応
援
の
力
を

実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、
コ
ー
チ
、
保
護
者
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成27年度　置賜地区高等学校総合体育大会
☆団体
《第１位（優勝）》バトミントン女子（大会８連覇）、フェンシング女子

剣道女子　　
《第２位》 サッカー、バレーボール男子、フェンシング男子

ホッケー男子、ホッケー女子、弓道男子
弓道女子、山岳男子、柔道男子、卓球女子、水泳男子総合

《第３位》 ソフトテニス男子、ソフトテニス女子
バトミントン男子、剣道男子、柔道女子、水泳女子総合

☆個人
《第１位（優勝）》
フェンシング／女子フルーレ・女子サーブル
弓道／男子個人、剣道／女子個人
テニス／男子シングルス・男子ダブルス　女子シングルス
陸上／男子5000m競歩・男子走高跳・男子走幅跳・男子三段跳
水泳／男子自由形50m・男子自由形100m・男子背泳ぎ100m
　　　男子背泳ぎ200m・男子平泳ぎ100m・男子平泳ぎ200m
　　　女子個人メドレー400m

《第２位》
ソフトテニス／男子個人
フェンシング／女子フルーレ・男子エペ・女子サーブル
バドミントン／女子ダブルス、剣道／女子個人
柔道／男子60㎏級・男子66㎏級　女子52㎏級・女子57㎏級
弓道／女子個人、卓球／女子ダブルス
陸上／男子４×400mR・女子４×100mR・女子４×400mR
水泳／女子自由形200m・女子背泳ぎ100m・女子平泳ぎ200m　

《第３位》
バドミントン／女子シングルス　２名
フェンシング／女子フルーレ・男子エペ・女子エペ・男子サーブル
　　　　　　　女子サーブル　
弓道／男子個人、剣道／男子個人
柔道／男子60㎏級・男子73㎏級・男子90㎏級　
卓球／男子シングルス・女子シングルス・女子ダブルス
陸上／男子400m・男子４×100mR・男子走高跳・男子走幅跳
　　　女子200m・女子走幅跳
水泳／女子平泳ぎ100m・女子バタフライ100m・女子メドレーリレー400m

　

平成27年度　山形県高等学校総合体育大会
☆団体
《第１位》 ホッケー男子　　
《第２位》 フェンシング女子、ホッケー女子
《第３位》 フェンシング男子
☆個人
《第１位》 フェンシング／女子フルーレ・女子エペ・女子サーブル

水泳（飛込）／飛板飛込・高飛込
《第２位》 フェンシング／女子フルーレ、陸上／女子100mH
《第３位》 フェンシング／男子エペ

テニス／男子シングルス・女子シングルス
＊ホッケー／男子・女子　東北大会出場
＊陸上競技／女子100mH・男子走幅跳・男子走高跳・男子三段跳
　　　　　　女子４×100mR　東北大会出場
＊フェンシング／女子フルーレ　２名・女子エペ・女子サーブル
　　　　　　　　インターハイ・東北大会出場
　　　　　　　　他　男子団体・女子団体・男子エペ・女子フルーレ
　　　　　　　　東北大会出場
＊弓道／女子個人　東北大会出場
＊校外活動（テニス）／男子シングルス・女子シングルス　東北大会出場
＊水泳／男子背泳ぎ100m・男子背泳ぎ200m・男子自由形50m
　　　　飛板飛込・高飛込　東北大会出場
　　　　女子自由形200m　２名・女子平泳ぎ100m・女子平泳ぎ200m
　　　　女子バタフライ100m・女子個人メドレー400m　東北大会出場

東
北
大
会
に
出
場
し
て

三
年
二
組　

男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

本
間
　
崚
介
（
川
西
中
出
身
）

部活動の記録

高等学校総合体育大会
フェンシング部・水泳部
インターハイ出場
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８
月
20
日

始
業
式

８
月
28
日

興
譲
祭　
　
　
　
　
　
（
～
29
日
）

９
月
12
日

地
区
高
校
新
人

９
月
19
日

創
立
記
念
日
・
式
典
・
異
分
野
融

合
サ
イ
エ
ン
ス
④

９
月
30
日

中
間
考
査　
　
　
（
～
10
月
２
日
）

10
月
10
日

県
高
校
新
人
・
前
期　
（
～
11
日
）

10
月
14
日

異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
⑤

10
月
15
日

マ
ラ
ソ
ン
大
会

10
月
21
日

高
鍋
高
校
来
校　
　
　
（
～
23
日
）

11
月
７
日

県
高
校
新
人
・
後
期　
（
～
８
日
）

11
月
10
日

２
年
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修（～

12
日
）

11
月
17
日

異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
⑥

11
月
24
日

１
・
２
年
期
末
考
査　

3
年
学
年

末
考
査　
　
　
　
　
　
（
～
27
日
）

11
月
28
日

東
京
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー（～

29
日
）

12
月
12
日

県
内
理
数
科
合
同
課
題
研
究
発
表

会

12
月
25
日

終
業
式

　

私
た
ち
一
年
二
組
は
持
ち
前
の
元
気

の
良
さ
と
団
結
力
で
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
初
め
て
の
体
育
祭
」

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
不
安
や
緊
張
が

大
き
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
先
輩
方

の
全
力
の
プ
レ
ー
や
応
援
に
刺
激
さ
れ
、

私
た
ち
も
全
力
を
出
し
切
り
体
育
祭
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
育
祭
を
通
し
て
、
ク
ラ
ス

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

男子サッカー ３年２組
男 子 バ レ ー ３年１組
女子サッカー ２年５組
女 子 バ レ ー １年２組
クラス対抗長縄とび １年２組
女 子 綱 引 き ３年生
男 子 騎 馬 戦 ３年生
男 子 総 合 ３年３組
女 子 総 合 １年２組
男 女 総 合 １年２組

❖ 

二
学
期
の
行
事
予
定 

❖

体育祭

全
員
で
掴
ん
だ
優
勝

一
年
二
組　

金
子
　
綾
乃
（
高
畠
三
中
出
身
）
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